
(57)【要約】

【課題】所望の通信速度での近接通信を迅速に行う。

【解決手段】ICカードの復調部５１では、複数のDPLL回

路６３1乃至６３Mにおいて、リーダ／ライタから送信さ

れてくるデータから、複数の通信速度それぞれに対応す

るデータが抽出されて出力される。そして、セレクタ６

４では、DPLL回路６３1乃至６３Mが出力するデータのう

ちの、リーダ／ライタから送信されてくるデータの通信

速度に対応するデータが選択され、リーダ／ライタから

送信されてくるデータを処理するデータ処理部１２に供

給される。本発明は、例えば、ICカードシステムなどに

適用できる。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 通 信 速 度 の う ち の い ず れ か の 通 信 速 度 で 、 近 接 通 信 を 行 う 通 信 装 置 に お い て 、
　 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ か ら 、 前 記 複 数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー
タ を 抽 出 し て 出 力 す る 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 と 、
　 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ の う ち の 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く
る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ を 選 択 し 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ
を 処 理 す る デ ー タ 処 理 手 段 に 供 給 す る 選 択 手 段 と
　 を 備 え る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 そ れ ぞ れ は 、 さ ら に 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー
タ か ら 、 所 定 の 同 期 コ ー ド を 検 知 し 、 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 の う ち の 前 記 所 定 の 同 期
コ ー ド を 検 知 し た デ ー タ 抽 出 手 段 は 、 前 記 所 定 の 同 期 コ ー ド を 検 知 し た 旨 の 検 知 信 号 を 出
力 し 、
　 前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 の う ち の 、 前 記 検 知 信 号 を 出 力 し た デ ー タ
抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ を 選 択 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 通 信 速 度 の う ち の い ず れ か の 通 信 速 度 で 、 近 接 通 信 を 行 う 通 信 装 置 の 通 信 方 法 に
お い て 、
　 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ か ら 、 前 記 複 数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー
タ を 抽 出 し て 出 力 す る 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 そ れ ぞ れ に お い て 前 記 複 数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ
れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 し 、
　 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ の う ち の 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く
る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ を 選 択 し 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ
を 処 理 す る デ ー タ 処 理 手 段 に 供 給 す る
　 ス テ ッ プ を 含 む 通 信 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 装 置 お よ び 通 信 方 法 に 関 し 、 特 に 、 所 望 の 通 信 速 度 で の 近 接 通 信 を 迅 速
に 行 う こ と が で き る よ う に す る 通 信 装 置 お よ び 通 信 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 接 通 信 を 行 う シ ス テ ム と し て は 、 例 え ば 、 IC(Integrated Circuit)カ ー ド シ ス テ ム が
広 く 知 ら れ て い る 。 ICカ ー ド シ ス テ ム に お い て は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ (Reader/Writer)が 電
磁 波 を 発 生 す る こ と に よ り 、 い わ ゆ る RF(Radio Frequency)フ ィ ー ル ド （ 磁 界 ） を 形 成 す
る 。 そ し て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ に 、 ICカ ー ド が 近 づ く と 、 ICカ ー ド は 、 電 磁 誘 導 に よ っ て 、
電 源 の 供 給 を 受 け る と と も に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ と の 間 で デ ー タ 伝 送 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 の ICカ ー ド シ ス テ ム （ シ ス テ ム と は 、 複 数 の 装 置 が 論 理 的 に 集 合 し た 物 を
い い 、 各 構 成 の 装 置 が 同 一 筐 体 中 に あ る か 否 か は 、 問 わ な い ） の 一 例 の 構 成 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 ICカ ー ド シ ス テ ム は 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ 、 お よ
び （ 非 接 触 ） ICカ ー ド ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ を 制 御 す る 。 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ア ン テ
ナ ２ Ａ を 有 し 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ の 制 御 に し た が い 、 ア ン テ ナ ２ Ａ か ら 電 磁 波 を 出 力
す る こ と で 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 近 接 す る 位 置 に あ る ICカ ー ド ３ と 近 接 通 信 を 行 う 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 ア ン テ ナ ３ Ａ 、 復 調 部 １ １ 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ 、 お よ び メ モ リ １ ３ か ら
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ア ン テ ナ ３ Ａ は 、 閉 ル ー プ の コ イ ル を 構 成 し て お り 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て
く る 信 号 を 受 信 す る 。 即 ち 、 ア ン テ ナ ３ Ａ が 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 近 づ く と 、 リ ー ダ ／ ラ
イ タ ２ の ア ン テ ナ ２ Ａ が 出 力 す る 電 磁 波 に よ る 電 磁 誘 導 に よ っ て 、 ア ン テ ナ ２ Ａ に 電 流 が
流 れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 復 調 部 １ １ は 、 ア ン テ ナ ３ Ａ で 受 信 さ れ た 信 号 （ ア ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 ） を 、 例 え
ば 、 ASK(Amplitude Shift Keying)復 調 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 復 調 デ ー タ と し て の 、 例 え
ば マ ン チ ェ ス タ 符 号 を 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る 。 即 ち 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 例 え
ば 、 デ ー タ を マ ン チ ェ ス タ 符 号 に 符 号 化 し 、 そ の マ ン チ ェ ス タ 符 号 に よ っ て キ ャ リ ア を AS
K変 調 し た 信 号 を 送 信 す る よ う に な っ て お り 、 復 調 部 １ １ は 、 そ の よ う に し て リ ー ダ ／ ラ
イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る 信 号 を ASK復 調 す る こ と で 、 マ ン チ ェ ス タ 符 号 を 得 て 、 デ ー タ
処 理 部 １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 復 調 部 １ １ か ら の マ ン チ ェ ス タ 符 号 を 復 号 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る
デ ー タ （ コ マ ン ド を 含 む ） に 基 づ き 、 デ ー タ を メ モ リ １ ３ に 記 憶 さ せ 、 あ る い は 、 メ モ リ
１ ３ か ら デ ー タ を 読 み 出 す 等 の 所 定 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 メ モ リ １ ３ は 、 例 え ば 、 不 揮 発 性 の メ モ リ で 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ の 制 御 に し た が い 、 デ
ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る ICカ ー ド シ ス テ ム で は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ
ー タ １ の 制 御 に し た が い 、 ア ン テ ナ ２ Ａ か ら 電 磁 波 を 出 力 す る こ と で 、 ポ ー リ ン グ の た め
の ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 送 信 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 ICカ ー ド ３ が 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と 近 接 し た 状 態 と な る と 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２
の ア ン テ ナ ２ Ａ か ら 出 力 さ れ て い る 電 磁 波 に よ る 電 磁 誘 導 に よ っ て 、 ICカ ー ド ３ の ア ン テ
ナ ３ Ａ に 電 流 が 流 れ る 。 ア ン テ ナ ３ Ａ に 電 流 が 流 れ る と 、 ICカ ー ド ３ で は 、 図 示 せ ぬ 電 源
回 路 が 、 ア ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 か ら 電 源 を 得 て 、 ICカ ー ド ３ を 構 成 す る 必 要 な ブ ロ ッ
ク に 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 ICカ ー ド ３ は 、 動 作 す る こ と が 可 能 な 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 ア ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 と し て の 信 号 は 、 復 調 部 １ １ に お い て ASK復 調 さ れ
、 そ の 結 果 得 ら れ る マ ン チ ェ ス タ 符 号 が 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 さ れ る 。 デ ー タ 処 理 部
１ ２ は 、 復 調 部 １ １ か ら の マ ン チ ェ ス タ 符 号 を 復 号 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る デ ー タ を 処 理 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 デ ー タ を メ モ リ １ ３ に 記 憶 さ せ る 処 理 、 メ モ リ １
３ か ら デ ー タ を 読 み 出 す 処 理 、 マ ン チ ェ ス タ 符 号 の 符 号 化 処 理 と 復 号 処 理 、 そ の 他 の 各 種
の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ICカ ー ド ３ か ら リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に デ ー タ が 送 信 さ れ る 場 合 に は 、 ICカ ー ド に お
い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 送 信 す る デ ー タ （ を 符 号 化 し た マ ン チ ェ ス タ 符 号 ） に し た が い
、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ 側 か ら 、 ICカ ー ド ３ の ア ン テ ナ ３ Ａ を 見 た と き の イ ン ピ ー ダ ン ス を 変
化 さ せ る 負 荷 変 調 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ は 、 図 １ の 復 調 部 １ １ の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 復 調 部 １ １ は 、 検 波 回 路 ２ １ 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ 、 お よ び DPLL(Digital Phase Lock Loop
)回 路 ２ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 検 波 回 路 ２ １ は 、 ア ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 を 検 波 、 即 ち 、 ASK復 調 し 、 そ の 結 果 得 ら
れ る 信 号 を 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ２ 値 化 回 路 ２ ２ は 、 検 波 回 路 ２ １ か ら の 信 号 を ２ 値 化 す る こ と に よ り 、 ２ 値 化 デ ー タ と
し て の 、 例 え ば マ ン チ ェ ス タ 符 号 を 得 て 、 DPLL回 路 ２ ３ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 DPLL回 路 ２ ３ は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 通 信 速 度 （ 伝 送 レ ー ト
） に 対 応 し た ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 そ の ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら の マ ン チ
ェ ス タ 符 号 を 抽 出 （ 捕 捉 ） し て 、 そ の 結 果 得 ら れ る 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て き
た デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ を 、 ク ロ ッ ク と と も に 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ （ 図 １ ）
に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 DPLL回 路 ２ ３ か ら 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク に 同 期 し て 動 作 し
、 DPLL回 路 ２ ３ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ の 処 理 等 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う な ICカ ー ド シ ス テ ム に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と は 、 以 前 は
、 あ る 固 定 の 通 信 速 度 で 通 信 を 行 う よ う に な っ て い た が 、 最 近 で は 、 通 信 速 度 を 変 更 す る
こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と が 通 信 速 度 を 変 更 し て 行
う 通 信 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 ポ ー リ ン グ の た め の ポ ー リ ン グ コ
マ ン ド を 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 信 速 度 で あ る X[bps(bit per seconds)]で 送 信 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 通 信 を 開 始 す る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 リ ー ダ ／ ラ
イ タ ２ に 近 接 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が X[bps]の 通 信 速 度 で
送 信 し て い る ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 さ れ た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 す る と 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 X[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACK(
acknowledge)を 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い
て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信 し た リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 通 信 速 度 を X[b
ps]か ら 、 そ の X[bps]と は 異 な る Y[bps]に 変 更 す る こ と を 指 示 す る メ ッ セ ー ジ を 、 X[bps]
の 通 信 速 度 で 送 信 し 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら の
、 通 信 速 度 を 変 更 す る こ と を 指 示 す る メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、
通 信 速 度 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACKを 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、
リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信 す
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 後 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ は 、 通 信 速 度 を X[bps]か ら Y[bps]に 変 更 す る 処
理 を 行 い 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 、 変 更 後
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の 通 信 速 度 で あ る Y[bps]で 送 信 す る 。 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 リ ー ダ ／
ラ イ タ ２ が Y[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に
お い て 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACKを 、 Y[bps]の
通 信 速 度 で 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信
し 、 そ の 後 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で 通 信 （ 必 要 な デ ー
タ の 変 換 ） を 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ 乃 至 Ｓ ６ の 処 理 が 行 わ れ る と
と も に 、 ICカ ー ド ３ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ 乃 至 Ｓ １ ６ の 処 理 が 行 わ れ 、 そ の 後 、 リ ー
ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で の デ ー タ の や り と り を 行 う こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 従 っ て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と に お い て は 、 通 信 を 開 始 す る と き の 通 信 速 度
X[bps]を あ ら か じ め 定 め て お く 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と に
お い て 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 信 速 度 X[bps]以 外 の 通 信 速 度 Y[bps]で 通 信 を 行 う に は 、
あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 信 速 度 X[bps]で 通 信 を 開 始 し て か ら 、 通 信 速 度 を Y[bps]に 変 更 す
る 必 要 が あ り 、 通 信 速 度 Y[bps]で の 通 信 が 可 能 と な る ま で に 、 あ る 程 度 の 時 間 を 要 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と に お い て 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 信 速 度 X[
bps]以 外 の 通 信 速 度 Y[bps]で 通 信 を 行 う 場 合 、 通 信 速 度 を X[bps]か ら Y[bps]に 変 更 す る 手
続 中 に 通 信 エ ラ ー （ 通 信 不 良 ） が 生 じ る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 通 信 速 度 X[bps]で 通 信 を
開 始 し て か ら 、 通 信 速 度 Y[bps]で の 通 信 が 可 能 と な る ま で に 、 さ ら に 時 間 を 要 す る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 即 ち 、 図 ４ に お い て は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 図 ３ の ス テ ッ
プ Ｓ １ と 同 様 に 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信
し 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が X[bps]の 通 信 速 度 で 送
信 し て い る ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 さ れ た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 す る と 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 、 X[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACK
を 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 ICカ ー
ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信 し た リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 通 信 速 度 を X
[bps]か ら 、 そ の X[bps]と は 異 な る Y[bps]に 変 更 す る こ と を 指 示 す る メ ッ セ ー ジ を 、 X[bps
]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら
の 、 通 信 速 度 を 変 更 す る こ と を 指 示 す る メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に お い て 、
通 信 速 度 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACKを 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、
リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信
す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 例 え ば 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に よ る 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ の 、 通 信 速 度 を 変 更 す る こ
と を 指 示 す る メ ッ セ ー ジ の 送 信 中 に 通 信 エ ラ ー が 生 じ た 場 合 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ
３ ３ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら の メ ッ セ ー ジ を 正 常 に 受 信 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 ま た 、 例 え ば 、 ICカ ー ド ３ に よ る 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ の メ ッ セ ー ジ ACKの 送 信 中 に 通 信 エ
ラ ー が 生 じ た 場 合 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ
ッ セ ー ジ ACKを 正 常 に 受 信 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 い ず れ に し て も 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 通 信 速 度 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ
ー ジ ACKを 得 る こ と が で き な た め 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 再 び 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド
を 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ に
お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 す る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 さ れ た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 す る と 、 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ６ に お い て 、 X[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACK
を 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 ICカ ー
ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信 し た リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に お い て 、 通 信 速 度 を X
[bps]か ら 、 そ の X[bps]と は 異 な る Y[bps]に 変 更 す る こ と を 指 示 す る メ ッ セ ー ジ を 、 X[bps
]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら
の 、 通 信 速 度 を 変 更 す る こ と を 指 示 す る メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ に お い て 、
通 信 速 度 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACKを 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し 、
リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受 信
す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ の 後 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ は 、 通 信 速 度 を X[bps]か ら Y[bps]に 変 更 す る 処
理 を 行 い 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ に お い て 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 、 変 更
後 の 通 信 速 度 で あ る Y[bps]で 送 信 す る 。 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ９ に お い て 、 リ ー ダ
／ ラ イ タ ２ が Y[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 し た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０
に お い て 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ る こ と を 表 す メ ッ セ ー ジ ACKを 、 Y[bps]
の 通 信 速 度 で 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 受
信 し 、 そ の 後 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 通 信 エ ラ ー が 生 じ る と 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 、
あ ら か じ め 定 め ら れ た X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 す る こ と か ら 処 理 を や り 直 す た め 、 通 信 速
度 X[bps]で 通 信 を 開 始 し て か ら 、 通 信 速 度 Y[bps]で の 通 信 が 可 能 と な る ま で に 、 さ ら に 時
間 を 要 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 特 許 文 献 １ に は 、 デ ー タ 伝 送 の 物 理 層 特 性 を 規 定 す る 伝 送 制 御 パ ラ メ ー タ と 、 端
末 装 置 か ら の 活 性 化 要 求 に 応 答 す る た め の 応 答 デ ー タ と を 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ て お き 、 活
性 化 要 求 に 対 し て 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 応 答 デ ー タ を 、 同 じ く 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 伝
送 制 御 パ ラ メ ー タ に 基 づ く 伝 送 速 度 で 送 信 す る ICカ ー ド が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 3009075号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 近 年 、 ICカ ー ド シ ス テ ム の 普 及 が 進 ん で お り 、 こ れ に 伴 い 、 様 々 な 通 信 速 度 で の 通 信 が
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可 能 な ICカ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ が 登 場 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 ま た 、 今 後 は 、 通 信 時 間
の 短 縮 等 の た め に 、 通 信 速 度 が よ り 高 速 の ICカ ー ド や リ ー ダ ／ ラ イ タ が 登 場 す る こ と が 予
想 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し か し な が ら 、 図 ３ や 図 ４ で 説 明 し た よ う に 、 高 速 な 通 信 速 度 で の 通 信 を 行 う の に 、 ま
ず 最 初 に 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 信 速 度 X[bps]で 通 信 を 開 始 し 、 そ の 後 、 通 信 速 度 を 変
更 す る の で は 、 高 速 な 通 信 速 度 で の 通 信 を 開 始 す る の に 時 間 を 要 す る こ と に な り 、 あ る 短
い 時 間 内 に す べ て の 処 理 が 終 了 す る こ と が 重 要 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン 、 即 ち 、 例 え ば 、 駅 の
自 動 改 札 機 な ど に 、 ICカ ー ド シ ス テ ム を 適 用 す る こ と が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 所 望 の 通 信 速 度 で の 近 接 通 信
を 迅 速 に 行 う こ と が で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 通 信 装 置 は 、 複 数 の 通 信 速 度 の う ち の い ず れ か の 通 信 速 度 で 、 近 接 通
信 を 行 う 通 信 装 置 に お い て 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ か ら 、 前 記 複 数 の 通 信 速
度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 す る 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 と 、 前 記 複 数 の デ
ー タ 抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ の う ち の 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 通 信
速 度 に 対 応 す る デ ー タ を 選 択 し 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ を 処 理 す る デ ー
タ 処 理 手 段 に 供 給 す る 選 択 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 通 信 方 法 は 、 複 数 の 通 信 速 度 の う ち の い ず れ か の 通 信 速 度 で 、 近 接 通
信 を 行 う 通 信 装 置 の 通 信 方 法 に お い て 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ か ら 、 前 記 複
数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 す る 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 そ れ ぞ
れ に お い て 前 記 複 数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 し 、 前 記 複 数 の
デ ー タ 抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ の う ち の 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 通
信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ を 選 択 し 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ を 処 理 す る デ
ー タ 処 理 手 段 に 供 給 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 一 側 面 の 通 信 装 置 ま た は 通 信 方 法 に お い て は 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ
か ら 、 前 記 複 数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 す る 複 数 の デ ー タ 抽
出 手 段 そ れ ぞ れ に お い て 前 記 複 数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ が 抽 出 さ れ て 出 力
さ れ る 。 そ し て 、 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ の う ち の 、 前 記 通 信 相 手 か
ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ が 選 択 さ れ 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信
さ れ て く る デ ー タ を 処 理 す る デ ー タ 処 理 手 段 に 供 給 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 近 接 通 信 を 行 う こ と が で き 、 特 に 、 所 望 の 通 信 速 度 で の 近 接 通 信 を 迅
速 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 の 構 成 要 件 と 、 発 明 の 詳 細 な 説 明 に 記
載 の 実 施 の 形 態 と の 対 応 関 係 を 例 示 す る と 、 次 の よ う に な る 。 こ の 記 載 は 、 本 発 明 を サ ポ
ー ト す る 実 施 の 形 態 が 、 発 明 の 詳 細 な 説 明 に 記 載 さ れ て い る こ と を 確 認 す る た め の も の で
あ る 。 従 っ て 、 発 明 の 詳 細 な 説 明 中 に は 記 載 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 構 成 要 件 に 対 応 す る
実 施 の 形 態 と し て 、 こ こ に は 記 載 さ れ て い な い 実 施 の 形 態 が あ っ た と し て も 、 そ の こ と は
、 そ の 実 施 の 形 態 が 、 そ の 構 成 要 件 に 対 応 す る も の で は な い こ と を 意 味 す る も の で は な い
。 逆 に 、 実 施 の 形 態 が 構 成 要 件 に 対 応 す る も の と し て こ こ に 記 載 さ れ て い た と し て も 、 そ
の こ と は 、 そ の 実 施 の 形 態 が 、 そ の 構 成 要 件 以 外 の 構 成 要 件 に は 対 応 し な い も の で あ る こ
と を 意 味 す る も の で も な い 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 通 信 装 置 は 、
　 複 数 の 通 信 速 度 の う ち の い ず れ か の 通 信 速 度 で 、 近 接 通 信 を 行 う 通 信 装 置 （ 例 え ば 、 図
５ の ICカ ー ド ３ ） に お い て 、
　 通 信 相 手 （ 例 え ば 、 図 ５ の リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ ） か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ か ら 、 前 記 複
数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 す る 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 （ 例 え
ば 、 図 ６ の DPLL回 路 ６ ３ 1 ， ６ ３ 2 ， ・ ・ ・ ， ６ ３ M ） と 、
　 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ の う ち の 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く
る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ を 選 択 し 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ
を 処 理 す る デ ー タ 処 理 手 段 （ 例 え ば 、 図 ５ の デ ー タ 処 理 部 １ ２ ） に 供 給 す る 選 択 手 段 （ 例
え ば 、 図 ６ の セ レ ク タ ６ ４ ） と
　 を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 の 通 信 方 法 は 、
　 複 数 の 通 信 速 度 の う ち の い ず れ か の 通 信 速 度 で 、 近 接 通 信 を 行 う 通 信 装 置 （ 例 え ば 、 図
５ の ICカ ー ド ３ ） の 通 信 方 法 に お い て 、
　 通 信 相 手 （ 例 え ば 、 図 ５ の リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ ） か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ か ら 、 前 記 複
数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 す る 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 （ 例 え
ば 、 図 ６ の DPLL回 路 ６ ３ 1 ， ６ ３ 2 ， ・ ・ ・ ， ６ ３ M ） そ れ ぞ れ に お い て 前 記 複 数 の 通 信 速
度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る デ ー タ を 抽 出 し て 出 力 し （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ） 、
　 前 記 複 数 の デ ー タ 抽 出 手 段 が 出 力 す る デ ー タ の う ち の 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く
る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ を 選 択 し 、 前 記 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ
を 処 理 す る デ ー タ 処 理 手 段 （ 例 え ば 、 図 ５ の デ ー タ 処 理 部 １ ２ ） に 供 給 す る （ 例 え ば 、 図
１ ０ の ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ 1 ， Ｓ ５ ２ 2 ， ・ ・ ・ ， Ｓ ５ ２ M ）
　 ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 を 適 用 し た ICカ ー ド シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 し て い る 。 な
お 、 図 中 、 図 １ の ICカ ー ド シ ス テ ム と 対 応 す る 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ り
、 以 下 で は 、 そ の 説 明 は 、 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ５ の ICカ ー ド シ ス テ ム は 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ 、 お よ び ICカ ー
ド ３ を 備 え る 点 で 、 図 １ の ICカ ー ド シ ス テ ム と 共 通 す る 。 さ ら に 、 図 ５ の ICカ ー ド シ ス テ
ム で は 、 ICカ ー ド ３ が 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ と メ モ リ １ ３ を 備 え る 点 で 、 図 １ の ICカ ー ド ３
と 共 通 す る 。 但 し 、 図 ５ の ICカ ー ド シ ス テ ム で は 、 ICカ ー ド ３ が 、 復 調 部 １ １ に 代 え て 、
復 調 部 ５ １ を 備 え る 点 で 、 図 １ の ICカ ー ド ３ と 相 違 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ は 、 図 ５ の 復 調 部 ５ １ の 構 成 例 を 示 し て い る 。 な お 、 図 中 、 図 ２ の 復 調 部 １ １ と 対
応 す る 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ り 、 以 下 で は 、 そ の 説 明 は 、 適 宜 省 略 す る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ の 復 調 部 ５ １ は 、 検 波 回 路 ２ １ お よ び ２ 値 化 回 路 ２ ２ を 備 え る 点 で 、 図 ２ の 復 調 部
１ １ と 共 通 す る が 、 DPLL回 路 ２ ３ に 代 え て 、 複 数 で あ る M個 の DPLL回 路 ６ ３ 1 ， ６ ３ 2 ， ・
・ ・ ， ６ ３ M が 設 け ら れ 、 か つ 、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ６ １ お よ び セ レ ク タ ６ ４ が 新 た に 設 け
ら れ て い る 点 で 、 図 ２ の 復 調 部 １ １ と 相 違 す る 。 な お 、 図 ６ に お い て 、 M個 の DPLL回 路 ６
３ 1 ， ６ ３ 2 ， ・ ・ ・ ， ６ ３ M は 、 そ れ ぞ れ 、 NCO(Number ControlOscillator)６ ２ 1 ， ６ ２ 2

， ・ ・ ・ ， ６ ２ M を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ６ １ は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 信 号 （ 電 磁 波 ） が 送 信 さ れ て く る こ と
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に よ り ア ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 （ 信 号 ） か ら 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら の 信 号 の キ ャ リ ア
の 周 波 数 の ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 乃 至 ６ ３ M そ れ ぞ れ が 内 蔵 す る NCO６ ２ 1 乃 至
６ ２ M に 供 給 す る 。 例 え ば 、 ソ ニ ー 株 式 会 社 が 開 発 し た FeliCa（ ソ ニ ー 株 式 会 社 の 登 録 商
標 ） と 呼 ば れ る 技 術 方 式 で は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら の 信 号 の キ ャ リ ア の 周 波 数 は 、 13.5
6MHzで あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ こ で 、 以 下 、 適 宜 、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ６ １ が 生 成 す る ク ロ ッ ク を 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク
と い う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 DPLL回 路 ６ ３ m が 内 蔵 す る NCO６ ２ m （ m=1,2,・ ・ ・ ,M)は 、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ６ １ か ら 供
給 さ れ る シ ス テ ム ク ロ ッ ク を ｍ ／ Ｎ の 分 周 比 で 分 周 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る ク ロ ッ ク を 、 DP
LL回 路 ６ ３ m 内 部 に 出 力 す る 。 こ こ で 、 分 周 比 ｍ ／ Ｎ の 分 母 Nは 整 数 で あ る 。 ま た 、 以 下 、
適 宜 、 NCO６ ２ m が 出 力 す る ク ロ ッ ク を 、 基 準 ク ロ ッ ク と い う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 DPLL回 路 ６ ３ m に は 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら ２ 値 化 デ ー タ （ 例 え ば 、 マ ン チ ェ ス タ 符 号 ）
が 供 給 さ れ る 。 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら の ２ 値 化 デ ー タ と 、 NCO６ ２ m が 出
力 す る 基 準 ク ロ ッ ク と に 基 づ き 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ の 出 力 か ら ２ 値 化 デ ー タ を 抽 出 す る （ 捕
捉 す る ） た め の ク ロ ッ ク と し て の デ ー タ ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 ２ 値 化 デ ー タ と と も に 、 セ レ
ク タ ６ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 即 ち 、 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら の ２ 値 化 デ ー タ と 、 DPLL回 路 ６ ３ m 自 身 が
出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク と の 位 相 差 を 検 出 し 、 そ の 位 相 差 に 応 じ て 、 NCO６ ２ m で 基 準 ク ロ
ッ ク の 位 相 を 調 整 す る 。 さ ら に 、 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 そ の 位 相 の 調 整 後 の 基 準 ク ロ ッ ク を
、 デ ー タ ク ロ ッ ク と し て 、 そ の デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら の ２ 値 化
デ ー タ を 捕 捉 す る こ と に よ り 、 デ ー タ ク ロ ッ ク に 対 応 す る デ ー タ （ ２ 値 化 デ ー タ ） を 抽 出
す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ こ で 、 ICカ ー ド シ ス テ ム で は 、 ほ と ん ど の 場 合 、 デ ー タ の 通 信 速 度 の 逓 倍 （ 整 数 倍 ）
が キ ャ リ ア の 周 波 数 と な る 値 が 、 デ ー タ の 通 信 速 度 と し て 採 用 さ れ る 。 そ こ で 、 図 ５ の IC
カ ー ド シ ス テ ム に お い て も 、 デ ー タ の 通 信 速 度 の 逓 倍 が キ ャ リ ア の 周 波 数 と な る 値 が 、 デ
ー タ の 通 信 速 度 と し て 採 用 さ れ て い る こ と と し て 、 図 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 NCO６ ２ m に お
い て 、 キ ャ リ ア の 周 波 数 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 分 周 す る こ と に よ り 、 デ ー タ の 通 信 速 度 に
対 応 す る 基 準 ク ロ ッ ク を 得 て 、 さ ら に 、 DPLL回 路 ６ ３ m に お い て 、 NCO６ ２ m で 得 ら れ た 基
準 ク ロ ッ ク を 用 い て 、 デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ ク ロ ッ ク を 生 成 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 例 え ば 、 い ま 、 キ ャ リ ア の 周 波 数 が 、 上 述 し た よ う に 13.56MHzで あ り 、 NCO６ ２ m の 分 周
比 m/Nの 分 母 が ６ ４ で あ る と す る と 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 は 、 約 211kbps（ 212kbps)≒ 13.56MHz/
64の 通 信 速 度 の デ ー タ に ロ ッ ク す る DPLL回 路 と な る 。 ま た 、 DPLL回 路 ６ ３ 2 は 、 約 424kbps
≒ 13.56MHz× 2/64の 通 信 速 度 の デ ー タ に ロ ッ ク す る DPLL回 路 と な る 。 以 下 、 同 様 に 、 DPLL
回 路 ６ ３ m は 、 13.56MHz× m/64の 通 信 速 度 の デ ー タ に ロ ッ ク す る DPLL回 路 と な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 上 述 し た よ う に 、 NCO６ ２ m が 出 力 す る 基 準 ク ロ ッ ク か ら 得 ら れ る デ
ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 抽 出 さ れ た ２ 値 化 デ ー タ （ デ ー タ ク ロ ッ ク （ に 対 応 す る 通 信 速 度
） に 対 応 す る ２ 値 化 デ ー タ ） を 出 力 す る 他 、 さ ら に 、 そ の ２ 値 化 デ ー タ か ら 、 所 定 の 同 期
コ ー ド を 検 知 し て 、 検 知 信 号 を 出 力 す る 。 即 ち 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る デ
ー タ に は 、 SYNCコ ー ド と 呼 ば れ る 、 同 期 を と る の に 用 い ら れ る 同 期 コ ー ド が 含 ま れ て い る
。 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 自 身 が 生 成 （ 出 力 ） す る デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 抽 出 し た ２ 値 化
デ ー タ を 参 照 し て SYNCコ ー ド を 検 知 し 、 SYNCコ ー ド を 検 知 す る こ と が で き た 場 合 に は 、 そ
の 旨 を 表 す 検 知 信 号 を 、 セ レ ク タ ６ ４ に 供 給 す る 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 セ レ ク タ ６ ４ は 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 乃 至 DPLL回 路 ６ ３ M の う ち の 、 ICカ ー ド ３ の 通 信 相 手 で
あ る リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る DPLL回 路 ６ ３ m が
出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク と 、 そ の DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る ２ 値 化 デ ー タ と を 選 択 し 、 デ
ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 即 ち 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 乃 至 DPLL回 路 ６ ３ M の う ち の 、 検 知 信 号 を セ レ ク
タ ６ ４ に 供 給 し た DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク お よ び ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 し
、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と の 間 で は 、 フ レ ー ム と 呼 ば れ る 単 位 で 、 デ ー タ
が や り と り さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ７ は 、 フ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト の 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 フ レ ー ム は 、 そ の 先 頭 か ら 、 プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド 、 同 期 フ ィ ー ル ド 、 ペ イ ロ ー ド フ
ィ ー ル ド 、 CRC(Cyclic Redundancy Checking)フ ィ ー ル ド が 順 次 配 置 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド は 、 例 え ば 、 ６ バ イ ト の 0x00が プ リ ア ン ブ ル と し て 配 置 さ れ る
。 な お 、 0xは 、 そ の 後 に 続 く 値 が １ ６ 進 数 で あ る こ と を 表 す 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 同 期 フ ィ ー ル ド に は 、 例 え ば 、 ２ バ イ ト の 0xB24Dま た は 0x4DB2が SYNCコ ー ド と し て 配 置
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ペ イ ロ ー ド フ ィ ー ル ド に は 、 ペ イ ロ ー ド と し て の 実 デ ー タ （ コ マ ン ド を 含 む ） が 配 置 さ
れ る （ 含 め ら れ る ） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 CRCフ ィ ー ル ド に は 、 例 え ば 、 ペ イ ロ ー ド フ ィ ー ル ド に 配 置 さ れ た ペ イ ロ ー ド に 対 し て
計 算 さ れ た CRCコ ー ド が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 図 ８ を 参 照 し て 、 図 ５ の ICカ ー ド シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ５ の ICカ ー ド シ ス テ ム に お い て は 、 例 え ば 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ に 、 リ ー ダ ／ ラ イ
タ ２ と ICカ ー ド ３ と の 間 の 通 信 の 通 信 速 度 が 設 定 さ れ て お り 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ は 、
そ の 通 信 速 度 で 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 送 信 す る よ う に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 従 っ て 、 例 え ば 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ に 、 X[bps]の 通 信 速 度 が 設 定 さ れ て い る 場 合 、
ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 、 通 信 速 度 X[bps]で 送 信 す る よ う に 、 リ
ー ダ ／ ラ イ タ ２ を 制 御 し 、 こ れ に よ り 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 図 ８ の ス テ ッ プ Ｓ ６ １ に お
い て 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 図 ７ の ペ イ ロ ー ド フ ィ ー ル ド に 含 め た フ レ ー ム を 、 通 信 速 度
X[bps]で 送 信 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 含 む フ レ ー ム を 送 信 し て い る リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 対 し て 、 ICカ ー
ド ３ が 近 接 す る と 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が X[bps]
の 通 信 速 度 で 送 信 し て い る ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 含 む フ レ ー ム を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 さ れ た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 含 む フ レ ー ム を 受
信 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ に お い て 、 X[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ る こ と を 表 す
メ ッ セ ー ジ ACKを 図 ７ の ペ イ ロ ー ド に 含 む フ レ ー ム を 、 X[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
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　 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 含
む フ レ ー ム を 受 信 し 、 そ の 後 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と は 、 X[bps]の 通 信 速 度 で
通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 次 に 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ を 参 照 し て 、 図 ５ の ICカ ー ド ３ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ICカ ー ド ３ が リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と 近 接 し た 状 態 と な る と 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ の ア ン テ ナ
２ Ａ か ら 出 力 さ れ て い る 電 磁 波 に よ る 電 磁 誘 導 に よ っ て 、 ICカ ー ド ３ の ア ン テ ナ ３ Ａ に 電
流 が 流 れ る 。 ア ン テ ナ ３ Ａ に 電 流 が 流 れ る と 、 ICカ ー ド ３ で は 、 図 示 せ ぬ 電 源 回 路 が 、 ア
ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 か ら 電 源 を 得 て 、 ICカ ー ド ３ を 構 成 す る 必 要 な ブ ロ ッ ク に 供 給 す
る 。 こ れ に よ り 、 ICカ ー ド ３ は 、 動 作 す る こ と が 可 能 な 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ICカ ー ド ３ が 動 作 す る こ と が 可 能 な 状 態 と な る と 、 復 調 部 ５ １ （ 図 ６ ） に お い て 、 ク ロ
ッ ク 検 出 回 路 ６ １ は 、 ア ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 （ 信 号 ） か ら 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら の
信 号 の キ ャ リ ア の 周 波 数 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 生 成 し 、 M個 の DPLL６ ３ 1 乃 至 ６ ３ M に 供 給
す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 DPLL６ ３ m 内 の NCO６ ２ m は 、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ６ １ か ら 供 給 さ れ る シ ス テ ム ク ロ ッ ク を
ｍ ／ Ｎ の 分 周 比 で 分 周 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 基 準 ク ロ ッ ク （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク を ｍ ／ Ｎ の
分 周 比 で 分 周 し た ク ロ ッ ク ） を 、 DPLL回 路 ６ ３ m 内 部 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 一 方 、 復 調 部 ５ １ （ 図 ６ ） に お い て 、 検 波 回 路 ２ １ は 、 ア ン テ ナ ３ Ａ に 流 れ る 電 流 （ 信
号 ） を 検 波 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 信 号 を 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ に 供 給 す る 。 ２ 値 化 回 路 ２ ２ は
、 検 波 回 路 ２ １ か ら の 信 号 を ２ 値 化 す る こ と に よ り 、 ２ 値 化 デ ー タ と し て の 、 例 え ば マ ン
チ ェ ス タ 符 号 を 得 て 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 乃 至 ６ ３ M に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 以 上 の よ う に 、 NCO６ ２ m に よ る 基 準 ク ロ ッ ク の 出 力 と 、 ２ 値 化 回 路
２ ２ か ら の ２ 値 化 デ ー タ の 供 給 と が 開 始 さ れ る と 、 動 作 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 即 ち 、 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ
Ｓ ４ １ に お い て 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら の ２ 値 化 デ ー タ と 、 NCO６ ２ m か ら の 基 準 ク ロ ッ ク と
に 基 づ く デ ー タ ク ロ ッ ク の 生 成 と 、 そ の デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し た ２ 値 化 デ ー タ の 抽 出 を
開 始 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 即 ち 、 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら の ２ 値 化 デ ー タ と 、 DPLL回 路 ６ ３ m 自 身 が
出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク と の 位 相 差 を 検 出 し 、 そ の 位 相 差 が ０ に な る よ う に 、 NCO６ ２ m か
ら の 基 準 ク ロ ッ ク の 位 相 を 調 整 す る 。 さ ら に 、 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 そ の 位 相 の 調 整 後 の 基
準 ク ロ ッ ク を 、 デ ー タ ク ロ ッ ク と し て 、 そ の デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２
の 出 力 か ら デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し た ２ 値 化 デ ー タ を 抽 出 し 、 デ ー タ ク ロ ッ ク と と も に セ
レ ク タ ６ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に 進 み 、 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 ２ 値 化 回 路 ２
２ の 出 力 か ら 抽 出 し た ２ 値 化 デ ー タ か ら 、 SYNCコ ー ド を 検 知 （ 捕 捉 ） し た か ど う か を 判 定
す る 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ で デ ー タ ク ロ ッ ク の 生 成 と ２ 値 化 デ ー タ の 抽 出 （ 捕 捉 ） を 開
始 し た DPLL回 路 ６ ３ m は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 そ の ２ 値 化 デ ー タ に 、 SYNCコ ー ド が
存 在 す る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 SYNCコ ー ド が 検 知 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ ４ ３ を ス キ ッ プ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に 戻 る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
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　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 SYNCコ ー ド が 検 知 さ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 DP
LL回 路 ６ ３ m が 生 成 し て い る デ ー タ ク ロ ッ ク が 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て き た デ
ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 し （ 一 致 し ） 、 こ れ に よ り 、 そ の デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 抽 出 （
サ ン プ リ ン グ ） さ れ た ２ 値 化 デ ー タ か ら 、 SYNCコ ー ド を 捕 捉 す る こ と が で き た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ４ ３ に 進 み 、 DPLL回 路 ６ ３ m は 、 SYNCコ ー ド が 検 知 さ れ た こ と を 表 す 検 知 信 号 を 、
セ レ ク タ ６ ４ に 出 力 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に 戻 る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 ICカ ー ド ３ の 復 調 部 ５ １ （ 図 ６ ） を 構 成 す
る セ レ ク タ ６ ４ の 動 作 と 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ の 動 作 と に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 以 下 、 適 宜 、 DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク を 、 デ ー タ ク ロ ッ ク R m と
記 載 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 セ レ ク タ ６ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 1 に お い て 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受 け
た か ど う か 、 即 ち 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 に お い て SYNCコ ー ド が 検 知 さ れ た か ど う か を 判 定 す る
。 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 1 に お い て 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受 け た と 判 定 さ れ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ 1 に 進 み 、 セ レ ク タ ４ は 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 1
と ２ 値 化 デ ー タ と を 選 択 し 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に 進 む 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 1 に お い て 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受 け て い な い と
判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 2 に 進 み 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 DPLL回 路 ６ ３ 2 か ら 検 知 信 号
の 供 給 を 受 け た か ど う か 、 即 ち 、 DPLL回 路 ６ ３ 2 に お い て SYNCコ ー ド が 検 知 さ れ た か ど う
か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 2 に お い て 、 DPLL回 路 ６ ３ 2 か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受 け た と
判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ 2 に 進 み 、 セ レ ク タ ４ は 、 DPLL回 路 ６ ３ 2 が 出 力 す る デ ー
タ ク ロ ッ ク R 2 と ２ 値 化 デ ー タ と を 選 択 し 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３
に 進 む 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 以 下 、 同 様 に し て 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ m に お い て 、 DPLL回 路 ６ ３ m か ら 検
知 信 号 の 供 給 を 受 け た か ど う か を 判 定 し 、 DPLL回 路 ６ ３ m か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受 け て い
な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ m + 1 に 進 み 、 DPLL回 路 ６ ３ m + 1 か ら 検 知 信 号 の 供 給 を
受 け た か ど う か を 判 定 す る こ と を 繰 り 返 す 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ M に お い て 、 DPLL回
路 ６ ３ M か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受 け て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 1 に 戻 り 、
以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ m に お い て 、 DPLL回 路 ６ ３ m か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受 け た と 判 定 さ
れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ m に 進 み 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る デ ー タ ク
ロ ッ ク R m と ２ 値 化 デ ー タ と を 選 択 し 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に 進
む 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で は 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 セ レ ク タ ６ ４ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ ク ロ ッ
ク R m 、 即 ち 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 動 作 し 、
セ レ ク タ ６ ４ か ら 供 給 さ れ る ２ 値 化 デ ー タ の 復 号 （ 例 え ば 、 マ ン チ ェ ス タ 符 号 の 復 号 ） 等
の 処 理 を 行 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ 1 に 戻 る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 ICカ ー ド ３ の 復 調 部 ５ １ で は 、 複 数 の DPLL回 路 ６ ３ 1 乃 至 ６ ３ M に お い て
、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ か ら 、 複 数 の 通 信 速 度 そ れ ぞ れ に 対 応 す る
２ 値 化 デ ー タ （ デ ー タ ク ロ ッ ク R 1 乃 至 R M そ れ ぞ れ に 同 期 し た ２ 値 化 デ ー タ ） を 抽 出 し て 出
力 し 、 セ レ ク タ ６ ４ に お い て 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 乃 至 ６ ３ M が 出 力 す る ２ 値 化 デ ー タ の う ち の
、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る ２ 値 化 デ ー タ （ リ ー
ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て
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抽 出 さ れ た ２ 値 化 デ ー タ ） を 選 択 し 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送 信 さ れ て く る デ ー タ を 処 理
す る デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る の で 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 通 信 速 度 で 通 信 を 開 始 し 、
そ の 後 、 通 信 速 度 を 、 所 望 の 通 信 速 度 に 変 更 す る と い っ た 手 順 を 経 ず に 、 所 望 の 通 信 速 度
で の 近 接 通 信 を 迅 速 に 行 う （ 即 座 に 開 始 す る ） こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 即 ち 、 例 え ば 、 図 ８ の 実 施 の 形 態 で は 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ に 、 X[bps]の 通 信 速 度 が
設 定 さ れ て お り 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ が 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ を 制 御 す る こ と に よ り 、 リ
ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と の 間 で 、 通 信 速 度 が X[bps]で の 通 信 を 開 始 す る こ と と し た
が 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と の 間 で は 、 X[bps]の 他 、 X[bps]と 異 な る Y[bps]の 通
信 速 度 で 通 信 を 開 始 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ に 、 X[bps]と 異 な る Y[bps]の 通 信 速 度 が 設
定 さ れ て い る 場 合 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 、 通 信 速 度 Y[bps]で
送 信 す る よ う に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ を 制 御 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と の 間 で は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 通 信 が 行
わ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 即 ち 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ １ に お い て 、 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 図 ７ の ペ
イ ロ ー ド フ ィ ー ル ド に 含 め た フ レ ー ム を 、 通 信 速 度 Y[bps]で 送 信 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 含 む フ レ ー ム を 送 信 し て い る リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 対 し て 、 ICカ ー
ド ３ が 近 接 す る と 、 ICカ ー ド ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に お い て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が Y[bps]
の 通 信 速 度 で 送 信 し て い る ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 含 む フ レ ー ム を 受 信 す る 。 即 ち 、 ICカ ー
ド ３ の 復 調 部 ５ １ （ 図 ６ ） で は 、 セ レ ク タ ６ ４ が 、 通 信 速 度 Y[bps]に 対 応 す る デ ー タ ク ロ
ッ ク R m に 同 期 し て ２ 値 化 デ ー タ を 抽 出 し て い る DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る ２ 値 化 デ ー タ を
選 択 し て 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る の で 、 ICカ ー ド ３ で は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が Y[bp
s]の 通 信 速 度 で 送 信 し て く る ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 正 常 に 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ICカ ー ド ３ は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 さ れ た ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を 含 む フ レ ー ム を 受
信 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ に お い て 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で の 通 信 が 可 能 で あ る こ と を 表 す
メ ッ セ ー ジ ACKを 図 ７ の ペ イ ロ ー ド に 含 む フ レ ー ム を 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で 送 信 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ２ に お い て 、 ICカ ー ド ３ か ら の メ ッ セ ー ジ ACKを 含
む フ レ ー ム を 受 信 し 、 そ の 後 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と ICカ ー ド ３ と は 、 Y[bps]の 通 信 速 度 で
通 信 を 行 う 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 図 ５ の ICカ ー ド シ ス テ ム に よ れ ば 、 所 望 の 通 信 速 度 で の 近 接 通 信 を 即 座
に 開 始 す る こ と が で き る の で 、 例 え ば 、 あ る 短 い 時 間 内 に す べ て の 処 理 が 終 了 す る こ と が
重 要 な 、 駅 の 自 動 改 札 機 な ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 容 易 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ２ は 、 図 ５ の ICカ ー ド ３ を 構 成 す る 復 調 部 ５ １ の 他 の 構 成 例 を 示 し て い る 。
な お 、 図 中 、 図 ６ の 場 合 と 対 応 す る 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ り 、 以 下 で は
、 そ の 説 明 は 、 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 １ ２ の 復 調 部 ５ １ は 、 基 本 的 に は 、 図 ６ の 復 調 部 ５ １ と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。 但 し
、 図 １ ２ の 復 調 部 ５ １ に は 、 検 知 信 号 出 力 端 子 ７ １ 1 お よ び ７ １ 2 、 デ ー タ 出 力 端 子 ７ ２ 1

お よ び ７ ２ 2 、 検 知 信 号 入 力 端 子 ７ ３ 1 ， ７ ３ 2 ， ７ ３ 3 、 お よ び ７ ３ 4 、 並 び に 、 デ ー タ 入
力 端 子 ７ ４ 1 ， ７ ４ 2 ， ７ ４ 3 、 お よ び ７ ４ 4 が 、 外 部 に 露 出 す る 形 で 、 新 た に 設 け ら れ て い
る 。
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【 ０ １ １ ６ 】
　 な お 、 図 １ ２ で は 、 図 が 煩 雑 に な る の を 避 け る た め に 、 M=2と し て あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 検 知 信 号 出 力 端 子 ７ １ m に は 、 DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る 検 知 信 号 が 供 給 さ れ る よ う に な
っ て い る 。 デ ー タ 出 力 端 子 ７ ２ m に は 、 DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R m と ２ 値
化 デ ー タ が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 検 知 信 号 入 力 端 子 ７ ３ 1 乃 至 ７ ３ 4 と 、 デ ー タ 入 力 端 子 ７ ４ 1 乃 至 ７ ４ 4 と は 、 セ レ ク タ ６
４ に 接 続 さ れ て い る 。 検 知 信 号 入 力 端 子 ７ ３ 1 乃 至 ７ ３ 4 に は 、 外 部 か ら 検 知 信 号 を 入 力 す
る こ と が で き 、 デ ー タ 入 力 端 子 ７ ４ 1 乃 至 ７ ４ 4 に は 、 外 部 か ら デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ
ー タ を 入 力 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 そ し て 、 図 １ ２ で は 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 復 調 部 ５ １ が 内 蔵 す る DPLL回 路 ６ ３ 1 と ６ ３ 2 そ
れ ぞ れ が 出 力 す る ２ 値 化 デ ー タ 等 の 他 、 さ ら に 、 外 部 か ら デ ー タ 入 力 端 子 ７ ４ 1 乃 至 ７ ４ 4

そ れ ぞ れ を 介 し て 入 力 さ れ る ２ 値 化 デ ー タ 等 を 選 択 の 対 象 と し て 、 そ れ ら の ２ 値 化 デ ー タ
等 の 中 か ら 、 １ つ の ２ 値 化 デ ー タ 等 を 選 択 し て 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 即 ち 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 復 調 部 ５ １ が 内 蔵 す る DPLL回 路 ６ ３ m か ら 検 知 信 号 の 供 給 を 受
け た 場 合 、 そ の DPLL回 路 ６ ３ m が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R m と ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 し て 、
デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ま た 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 外 部 か ら 検 知 信 号 入 力 端 子 ７ ３ i (i=1,2,3,4)を 介 し て 検 知 信 号
の 供 給 を 受 け た 場 合 、 外 部 か ら デ ー タ 入 力 端 子 ７ ４ i を 介 し て 入 力 さ れ る デ ー タ ク ロ ッ ク
と ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 し て 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 図 １ ２ の 復 調 部 ５ １ に よ れ ば 、 復 調 部 ５ １ 自 身 で 得 ら れ た デ ー タ ク ロ ッ ク と ２
値 化 デ ー タ の み な ら ず 、 他 の 復 調 部 で 得 ら れ た デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ ー タ を 、 デ ー タ
処 理 部 １ ２ に 供 給 し て 処 理 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 即 ち 、 図 １ ２ に お い て 、 他 の 復 調 部 で あ る 復 調 部 ９ １ は 、 復 調 部 ５ １ と 同 様 に 構 成 さ れ
て お り 、 ア ン テ ナ ３ Ａ に 対 応 す る ア ン テ ナ ９ ０ 、 検 知 信 号 出 力 端 子 ７ １ 1 と ７ １ 2 に 対 応 す
る 検 知 信 号 出 力 端 子 ８ １ 1 と ８ １ 2 、 デ ー タ 出 力 端 子 ７ ２ 1 と ７ ２ 2 に 対 応 す る デ ー タ 出 力 端
子 ８ ２ 1 と ８ ２ 2 、 検 知 信 号 入 力 端 子 ７ ３ 1 ， ７ ３ 2 ， ７ ３ 3 ， ７ ３ 4 に 対 応 す る 検 知 信 号 入 力
端 子 ８ ３ 1 ， ８ ３ 2 ， ８ ３ 3 ， ８ ３ 4 、 デ ー タ 入 力 端 子 ７ ４ 1 ， ７ ４ 2 ， ７ ４ 3 ， ７ ４ 4 に 対 応 す
る デ ー タ 入 力 端 子 ８ ４ 1 ， ８ ４ 2 ， ８ ４ 3 ， ８ ４ 4 を 有 し て い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 い ま 、 図 １ ２ に お い て 点 線 で 示 す よ う に 、 復 調 部 ９ １ の 検 知 信 号 出 力 端 子 ８ １ 1 を 、 復
調 部 ５ １ の 検 知 信 号 入 力 端 子 ７ ３ 1 に 、 復 調 部 ９ １ の 検 知 信 号 出 力 端 子 ８ １ 2 を 、 復 調 部 ５
１ の 検 知 信 号 入 力 端 子 ７ ３ 2 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 す る と と も に 、 復 調 部 ９ １ の デ ー タ 出 力 端
子 ８ ２ 1 を 、 復 調 部 ５ １ の デ ー タ 入 力 端 子 ７ ４ 1 に 、 復 調 部 ９ １ の デ ー タ 出 力 端 子 ８ ２ 2 を
、 復 調 部 ５ １ の デ ー タ 入 力 端 子 ７ ４ 2 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 し た 場 合 、 セ レ ク タ ６ ４ に は 、 復
調 部 ５ １ が 内 蔵 す る DPLL回 路 ６ ３ 1 が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 1 お よ び ２ 値 化 デ ー タ と 、
復 調 部 ５ １ が 内 蔵 す る DPLL回 路 ６ ３ 2 が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 2 お よ び ２ 値 化 デ ー タ と
が 供 給 さ れ る と と も に 、 復 調 部 ９ １ か ら も 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 と 同 様 に 構 成 さ れ る DPLL回 路
（ 図 示 せ ず ） が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 1 お よ び ２ 値 化 デ ー タ と 、 DPLL回 路 ６ ３ 2 と 同 様
に 構 成 さ れ る DPLL回 路 （ 図 示 せ ず ） が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 2 お よ び ２ 値 化 デ ー タ と が
供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 即 ち 、 セ レ ク タ ６ ４ に は 、 ４ セ ッ ト の デ ー タ ク ロ ッ ク お よ び ２ 値 化 デ ー タ が 供 給 さ れ る

10

20

30

40

50

(14) JP 2007-34994 A 2007.2.8



。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 そ し て 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 ４ セ ッ ト の デ ー タ ク ロ ッ ク お よ び ２ 値 化 デ ー タ の う ち の 、 検
知 信 号 の 供 給 が あ っ た デ ー タ ク ロ ッ ク お よ び ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 し て 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２
に 供 給 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 即 ち 、 セ レ ク タ ６ ４ は 、 復 調 部 ５ １ が 内 蔵 す る DPLL回 路 ６ ３ 1 か ら 検 知 信 号 の 供 給 が あ
っ た 場 合 、 そ の DPLL回 路 ６ ３ 1 が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 1 お よ び ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 し
、 ま た 、 復 調 部 ５ １ が 内 蔵 す る DPLL回 路 ６ ３ 2 か ら 検 知 信 号 の 供 給 が あ っ た 場 合 、 そ の DPL
L回 路 ６ ３ 2 が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 2 お よ び ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 す る 。 さ ら に 、 セ レ ク
タ ６ ４ は 、 復 調 部 ９ １ の 、 DPLL回 路 ６ ３ 1 と 同 様 に 構 成 さ れ る DPLL回 路 か ら 検 知 信 号 の 供
給 が あ っ た 場 合 、 そ の DPLL回 路 が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 1 お よ び ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 し
、 ま た 、 復 調 部 ９ １ の 、 DPLL回 路 ６ ３ 2 と 同 様 に 構 成 さ れ る DPLL回 路 か ら 検 知 信 号 の 供 給
が あ っ た 場 合 、 そ の DPLL回 路 が 出 力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R 2 お よ び ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 す る
。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 復 調 部 ９ １ は 、 上 述 し た よ う に 、 復 調 部 ５ １ と 同 様 に 構 成 さ れ る の で 、 ア ン テ
ナ ３ Ａ と ９ ０ と で 同 一 の 電 磁 波 を 受 信 し た と し た な ら ば 、 復 調 部 ５ １ と ９ １ と で は 、 同 一
の デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。 従 っ て 、 復 調 部 ５ １ の セ レ ク タ ６
４ に お い て 、 復 調 部 ５ １ 自 身 で 得 ら れ た デ ー タ ク ロ ッ ク お よ び ２ 値 化 デ ー タ と 、 復 調 部 ９
１ で 得 ら れ た デ ー タ ク ロ ッ ク お よ び ２ 値 化 デ ー タ を 対 象 と し て 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給
す る デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 す る こ と に よ り 、 い わ ゆ る ダ イ バ シ テ ィ 受 信 を
実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 即 ち 、 近 年 に お い て は 、 携 帯 電 話 機 の 高 機 能 化 が 進 み 、 ICカ ー ド の 機 能 を 内 蔵 す る 携 帯
電 話 機 が 普 及 し つ つ あ る 。 携 帯 電 話 機 は 、 大 雑 把 に は 、 略 平 板 形 状 を し て い る が 、 そ の よ
う な 平 板 形 状 の 携 帯 電 話 機 に 、 ICカ ー ド の 機 能 を 内 蔵 さ せ る 場 合 、 一 般 に 、 平 板 形 状 の 広
い 面 内 に 、 ア ン テ ナ が 設 け ら れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 例 え ば 、 復 調 部 ５ １ （ ひ い て は 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ お よ び メ モ リ １ ３ も ） を １ チ ッ プ の
ICチ ッ プ で 構 成 し 、 携 帯 電 話 機 に 内 蔵 さ せ た 場 合 、 携 帯 電 話 機 の 、 ア ン テ ナ ３ Ａ が 設 け ら
れ た 面 を リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 向 け て 、 携 帯 電 話 機 が リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 近 づ け ら れ た と き
に は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が 出 力 す る 電 磁 波 に よ る 電 磁 誘 導 に よ っ て ア ン テ ナ ３ Ａ に 電 流 が
流 れ る の で 、 ICチ ッ プ は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と の 間 で 通 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 一 方 、 携 帯 電 話 機 の 、 ア ン テ ナ ３ Ａ が 設 け ら れ た 面 と 対 向 す る 面 を リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に
向 け て 、 携 帯 電 話 機 が リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 近 づ け ら れ た と き に は 、 携 帯 電 話 機 が 有 す る 多
数 の 金 属 部 品 等 の 導 電 性 が あ る 部 品 に よ っ て 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が 出 力 す る 電 磁 波 が シ ー
ル ド さ れ 、 そ の 結 果 、 ア ン テ ナ ３ Ａ に 電 磁 誘 導 に よ る 電 流 が （ ほ と ん ど ） 流 れ ず 、 ICチ ッ
プ は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と の 間 で 通 信 を 行 う こ と が で き な く な る こ と が 生 じ う る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 そ こ で 、 携 帯 電 話 機 に 、 さ ら に 、 復 調 部 ９ １ と し て の ICチ ッ プ を 内 蔵 さ せ 、 そ の ア ン テ
ナ ９ ０ を 、 ア ン テ ナ ３ Ａ が 設 け ら れ た 面 に 対 向 す る 面 に 設 け る よ う に す る 。 こ の 場 合 、 携
帯 電 話 機 の 、 ア ン テ ナ ３ Ａ が 設 け ら れ た 面 と 対 向 す る 面 を リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 向 け て 、 携
帯 電 話 機 が リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 近 づ け ら れ た と き に は 、 そ の 面 に 設 け ら れ た ア ン テ ナ ９ ０
に 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ が 出 力 す る 電 磁 波 に よ る 電 磁 誘 導 に よ っ て 電 流 が 流 れ 、 そ の 結 果 、
ICチ ッ プ は 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と の 間 で 通 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 即 ち 、 携 帯 電 話 機 の 、 ア ン テ ナ ３ Ａ が 設 け ら れ た 面 を リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 向 け て 、 携 帯
電 話 機 が リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 近 づ け ら れ た と き に は 、 復 調 部 ５ １ に お い て デ ー タ ク ロ ッ ク
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と ２ 値 化 デ ー タ を 得 る こ と が で き 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 復 調 部 ５ １ に お い て 得 ら れ た ２
値 化 デ ー タ の 処 理 を 行 う こ と が で き る 。 一 方 、 携 帯 電 話 機 の 、 ア ン テ ナ ３ Ａ が 設 け ら れ た
面 と 対 向 す る 面 、 つ ま り 、 ア ン テ ナ ９ ０ が 設 け ら れ た 面 を リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 向 け て 、 携
帯 電 話 機 が リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 近 づ け ら れ た と き に は 、 復 調 部 ９ １ に お い て デ ー タ ク ロ ッ
ク と ２ 値 化 デ ー タ を 得 る こ と が で き 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 復 調 部 ９ １ に お い て 得 ら れ た
２ 値 化 デ ー タ の 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 な お 、 図 １ ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 復 調 部 ５ １ に は （ 復 調 部 ９ １ も 同 様 ） 、 復 調 部 ９ １ の
他 、 復 調 部 ５ １ と 同 様 に 構 成 さ れ る も う １ つ の 他 の 復 調 部 で 得 ら れ る デ ー タ ク ロ ッ ク と ２
値 化 デ ー タ を 入 力 す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 即 ち 、 最 大 で 、 ２ つ の 復 調 部 を 接
続 し 、 そ の ２ つ の 復 調 部 の そ れ ぞ れ で 得 ら れ る デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ ー タ を 入 力 す る
こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 そ の 中 か ら 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る デ ー タ ク ロ ッ
ク と ２ 値 化 デ ー タ を 選 択 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 但 し 、 復 調 部 ５ １ に 接 続 す る 復 調 部 の 数 は 、 ２ つ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ３ 以 上 に
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ま た 、 携 帯 電 話 機 に は 、 復 調 部 ５ １ と ９ １ の 両 方 で は な く 、 復 調 部 ５ １ の み を 内 蔵 さ せ
、 復 調 部 ５ １ の ア ン テ ナ ３ Ａ を 、 平 板 形 状 の 携 帯 電 話 機 の 、 広 い 第 １ の 面 と 、 そ の 第 １ の
面 に 対 向 す る 第 ２ の 面 と に 引 き 回 す よ う に す る こ と で 、 第 １ の 面 と 第 ２ の 面 の い ず れ の 面
が リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ に 向 け ら れ て も 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ と 携 帯 電 話 機 と の 間 で 近 接 通 信 を
行 う こ と が 可 能 と す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 ア ン テ ナ ３ Ａ を 流 れ る 信 号 （ 電 流 ）
は ア ナ ロ グ 信 号 で あ る か ら 、 ア ン テ ナ ３ Ａ を 第 １ と 第 ２ の ２ つ の 面 に 引 き 回 し す る に あ た
っ て は 、 い わ ば シ ビ ア な 設 計 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 携 帯 電 話 機 に 、 復 調 部 ５ １ と ９ １ の 両 方 を 設 け 、 復 調 部 ５ １ と 復 調 部 ９
１ と を 接 続 し て 、 復 調 部 ９ １ で 得 ら れ る デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ ー タ を 、 復 調 部 ５ １ に
供 給 す る 場 合 に は 、 復 調 部 ５ １ の ア ン テ ナ ３ Ａ を 第 １ の 面 に 設 け る と と も に 、 復 調 部 ９ １
の ア ン テ ナ ９ ０ を 第 ２ の 面 に 設 け れ ば 良 い の で 、 上 述 の 、 ア ン テ ナ ３ Ａ を 第 １ の 面 と 第 ２
の 面 の 両 方 に 引 き 回 す 場 合 に 比 較 し て 、 そ れ ほ ど シ ビ ア な 設 計 は 要 求 さ れ な い 。 さ ら に 、
復 調 部 ９ １ か ら 復 調 部 ５ １ に 供 給 さ れ る デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ ー タ は 、 デ ィ ジ タ ル 信
号 で あ る か ら 、 復 調 部 ９ １ か ら 復 調 部 ５ １ に 対 し て デ ー タ ク ロ ッ ク と ２ 値 化 デ ー タ を 供 給
す る た め の 配 線 の 引 き 回 し に も 、 そ れ ほ ど シ ビ ア な 設 計 は 要 求 さ れ な い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ３ は 、 図 ５ の ICカ ー ド ３ を 構 成 す る 復 調 部 ５ １ の さ ら に 他 の 構 成 例 を 示 し て
い る 。 な お 、 図 中 、 図 ６ の 場 合 と 対 応 す る 部 分 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ り 、 以
下 で は 、 そ の 説 明 は 、 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 図 １ ３ の 復 調 部 ５ １ は 、 検 波 回 路 ２ １ 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ 、 お よ び ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ６ １
を 備 え る 点 で 、 図 ６ の 復 調 部 ５ １ と 共 通 す る が 、 M個 の DPLL回 路 ６ ３ 1 乃 至 ６ ３ M と セ レ ク
タ ６ ４ に 代 え て 、 １ つ の DPLL回 路 １ ０ １ が 設 け ら れ て い る 点 で 、 図 ６ の 復 調 部 ５ １ と 相 違
す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 DPLL回 路 １ ０ １ は 、 M個 の NCO６ ２ 1 乃 至 ６ ２ M と セ レ ク タ １ ０ ２ を 内 蔵 し て お り 、 NCO６
２ 1 乃 至 ６ ２ M そ れ ぞ れ が 出 力 す る 基 準 ク ロ ッ ク の 中 か ら セ レ ク タ １ ０ ２ で 選 択 さ れ た 基 準
ク ロ ッ ク と 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ が 出 力 す る ２ 値 化 デ ー タ と に 基 づ き 、 デ ー タ ク ロ ッ ク を 生 成
す る と と も に 、 そ の デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ の 出 力 か ら ２ 値 化 デ ー タ
を 抽 出 し て 、 デ ー タ ク ロ ッ ク と と も に 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 供 給 す る
【 ０ １ ４ １ 】
　 即 ち 、 セ レ ク タ １ ０ ２ に は 、 NCO６ ２ 1 乃 至 ６ ２ M そ れ ぞ れ か ら 基 準 ク ロ ッ ク が 供 給 さ れ
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る よ う に な っ て い る 。 セ レ ク タ １ ０ ２ は 、 NCO６ ２ 1 乃 至 ６ ２ M の 中 か ら １ つ の NCO６ ２ m を
選 択 し 、 そ の NCO６ ２ m が 出 力 す る 、 デ ー タ ク ロ ッ ク と な る 基 準 ク ロ ッ ク を 出 力 す る 。 そ し
て 、 DPLL回 路 １ ０ １ は 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ か ら の ２ 値 化 デ ー タ と 、 DPLL回 路 １ ０ １ 自 身 が 出
力 す る デ ー タ ク ロ ッ ク と の 位 相 差 を 検 出 し 、 そ の 位 相 差 に 応 じ て 、 セ レ ク タ １ ０ ２ で 選 択
さ れ た NCO６ ２ m が 出 力 す る 基 準 ク ロ ッ ク の 位 相 を 調 整 す る 。 さ ら に 、 DPLL回 路 １ ０ １ は 、
そ の 位 相 の 調 整 後 の 基 準 ク ロ ッ ク を 、 デ ー タ ク ロ ッ ク と し て 、 そ の デ ー タ ク ロ ッ ク に 同 期
し て 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ の 出 力 か ら ２ 値 化 デ ー タ を 抽 出 し 、 デ ー タ ク ロ ッ ク と と も に 、 デ ー
タ 処 理 部 １ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 図 １ ３ の 復 調 部 ５ １ が 、 図 ５ の ICカ ー ド ３ に 採 用 さ れ る 場 合 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ で は 、
ポ ー リ ン グ コ マ ン ド を ペ イ ロ ー ド に 含 む フ レ ー ム だ け に つ い て は 、 図 ７ の フ ォ ー マ ッ ト の
フ レ ー ム に 代 え て 、 図 １ ４ の フ ォ ー マ ッ ト の フ レ ー ム が 採 用 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 図 ７ の フ レ ー ム で は 、 １ セ ッ ト の プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド と 同 期 フ ィ ー ル ド が
設 け ら れ て い る の に 対 し て 、 図 １ ４ の フ レ ー ム で は 、 NCO６ ２ 1 乃 至 ６ ２ M の 数 に 等 し い Mセ
ッ ト の プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド と 同 期 フ ィ ー ル ド が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 図 １ ３ の 復 調 部 ５ １ に お い て 、 セ レ ク タ １ ０ ２ は 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ が 出 力 す る ２ 値 化 デ
ー タ と し て の 図 １ ４ の フ レ ー ム に お け る Mセ ッ ト の プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド と 同 期 フ ィ ー
ル ド の う ち の 、 mセ ッ ト 目 の プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド と 同 期 フ ィ ー ル ド が DPLL回 路 １ ０ ２
に 供 給 さ れ る タ イ ミ ン グ で 、 NCO６ ２ m が 出 力 す る 基 準 ク ロ ッ ク を 選 択 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 そ し て 、 DPLL回 路 １ ０ １ は 、 セ レ ク タ １ ０ ２ が 選 択 し た NCO６ ２ m か ら の 基 準 ク ロ ッ ク の
位 相 を 調 整 し て 得 ら れ る デ ー タ ク ロ ッ ク R m に 同 期 し て 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ の 出 力 か ら ２ 値 化
デ ー タ を 抽 出 し 、 そ の ２ 値 化 デ ー タ を 対 象 と し て 、 同 期 フ ィ ー ル ド の SYNCコ ー ド の 検 知 を
行 う 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 DPLL回 路 １ ０ １ に お い て 、 NCO６ ２ m か ら の 基 準 ク ロ ッ ク を 用 い て 得 た デ ー タ ク ロ ッ ク R m
に 同 期 し て 抽 出 さ れ た ２ 値 化 デ ー タ か ら 、 SYNCコ ー ド を 検 知 す る こ と が で き な か っ た 場 合
、 セ レ ク タ １ ０ ２ は 、 ２ 値 化 回 路 ２ ２ が 出 力 す る ２ 値 化 デ ー タ と し て の 図 １ ４ の フ レ ー ム
に お け る Mセ ッ ト の プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド と 同 期 フ ィ ー ル ド の う ち の 、 m＋ １ セ ッ ト 目 の
プ リ ア ン ブ ル フ ィ ー ル ド と 同 期 フ ィ ー ル ド が DPLL回 路 １ ０ ２ に 供 給 さ れ る の を 待 っ て 、 NC
O６ ２ m + 1 が 出 力 す る 基 準 ク ロ ッ ク を 選 択 し 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 一 方 、 DPLL回 路 １ ０ １ に お い て 、 NCO６ ２ m か ら の 基 準 ク ロ ッ ク を 用 い て 得 た デ ー タ ク ロ
ッ ク R m に 同 期 し て 抽 出 さ れ た ２ 値 化 デ ー タ か ら 、 SYNCコ ー ド を 検 知 （ 捕 捉 ） す る こ と が で
き た 場 合 、 即 ち 、 NCO６ ２ m か ら の 基 準 ク ロ ッ ク を 用 い て 得 た デ ー タ ク ロ ッ ク R m が 、 リ ー ダ
／ ラ イ タ ２ か ら の デ ー タ の 通 信 速 度 に 対 応 し た デ ー タ ク ロ ッ ク で あ る 場 合 、 DPLL回 路 １ ０
１ は 、 NCO６ ２ m か ら の 基 準 ク ロ ッ ク を 用 い て 得 た デ ー タ ク ロ ッ ク R m と 、 そ の デ ー タ ク ロ ッ
ク R m に 同 期 し て 抽 出 さ れ た ２ 値 化 デ ー タ と の 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ へ の 出 力 を 開 始 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 こ の 場 合 、 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 DPLL回 路 １ ０ １ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ ク ロ ッ ク R m 、 即
ち 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ の 通 信 速 度 に 対 応 す る デ ー タ ク ロ ッ ク R m に 同 期 し て 動 作 し 、 DPLL回
路 １ ０ １ か ら 供 給 さ れ る ２ 値 化 デ ー タ の 復 号 （ 例 え ば 、 マ ン チ ェ ス タ 符 号 の 復 号 ） 等 の 処
理 を 行 う 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 従 っ て 、 図 １ ４ の 復 調 部 ５ １ を 有 す る ICカ ー ド ３ で あ っ て も 、 リ ー ダ ／ ラ イ タ ２ か ら 送
信 さ れ て く る デ ー タ の 通 信 速 度 で の 近 接 通 信 を 迅 速 に 行 う （ 即 座 に 開 始 す る ） こ と が で き
る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
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　 こ こ で 、 本 明 細 書 に お い て フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 し た 処 理 ス テ ッ プ は 、 必 ず し
も フ ロ ー チ ャ ー ト と し て 記 載 さ れ た 順 序 に 沿 っ て 時 系 列 に 処 理 す る 必 要 は な く 、 必 要 に 応
じ て 、 並 列 的 あ る い は 個 別 に 実 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 を ICカ ー ド シ ス テ ム に 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た
が 、 本 発 明 は 、 そ の 他 、 例 え ば 、 ICカ ー ド の 機 能 を 有 す る ICチ ッ プ そ の 他 の 近 接 通 信 を 行
う 装 置 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 変 調 方 式 と し て 、 ASKを 採 用 し た が 、 変 調 方 式 は 、 ASKに 限
定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 PSK(Phase Shift Keying)変 調 や QAM(Quadrature Amplit
ude Modulation)変 調 そ の 他 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ま た 、 デ ー タ を 符 号 化 す る 符 号 も 、 マ ン チ ェ ス タ 符 号 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の
他 、 例 え ば 、 モ デ ィ フ ァ イ ド ミ ラ ー や 、 NRZ(Non Return to Zero)等 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 キ ャ リ ア の 周 波 数 も 、 13.56MHzに 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ５ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 の ICカ ー ド シ ス テ ム の 一 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 変 調 部 １ １ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の ICカ ー ド シ ス テ ム の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の ICカ ー ド シ ス テ ム の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 を 適 用 し た ICカ ー ド シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 復 調 部 ５ １ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 フ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ICカ ー ド シ ス テ ム の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 DPLL回 路 ６ ３ m の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 セ レ ク タ ６ ４ と デ ー タ 処 理 装 置 １ ２ の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 ICカ ー ド シ ス テ ム の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 復 調 部 ５ １ の 他 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 復 調 部 ５ １ の さ ら に 他 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 フ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ７ 】
　 １ 　 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ ， 　 ２ 　 リ ー ダ ／ ラ イ タ ， 　 ２ Ａ 　 ア ン テ ナ ， 　 ３ 　 ICカ ー ド
， 　 ３ Ａ 　 ア ン テ ナ ， 　 １ ２ 　 デ ー タ 処 理 部 ， 　 １ ３ 　 メ モ リ ， 　 ２ １ 　 検 波 回 路 ， 　 ２
２ 　 ２ 値 化 回 路 ， 　 ６ １ 　 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ， 　 ６ ２ 1 乃 至 ６ ２ M 　 NCO， 　 ６ ３ 1 乃 至 ６ ３

M 　 DPLL回 路 ， 　 ６ ４ 　 セ レ ク タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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